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. 安全上のご注意 


_ここに示した注*_項は N 危 s や ifl * を宋热 I こ防±するために ta な内容ですので，必ず守って<ださい。 


人*^亡または 可繼性が 嫌定 "1 ，-. tin 

/[、晝 口 AFS SCTfi . 「靈 it 」（ し 如で 

ください）を示します D 

/ f \ ^2：^人が權'大モ ft う 6 3能吃 ft び^ xts ； のみ ra 制」泌ずし t 

mV エ思 _ J ® くださぃ ) を示します。 


f A 警告 1 


_a 技:®*以外 is . * 对1こ分# f したり， 
if 5 S - 这逢を is こ なわないで < だ3 い， 
■« 夫し ty .. M * ffn してけがそ t*ce が 
則屢 T . 

⑩ 

水1こつけた■■入本％かけたりしないで 
ください。 

•感電- シ a - 卜の&れが！&リ1す* 

sail 5 aw ±« コンセント を峯电 rctta 
して <ださい _ 

_Ht の Bflt 齡 H ! T * 匕 分酼 3ンセ >卜8^ 
が*«赛鸸 UTfetTSwttf 袅り S T , 

0 

子供だげで使用 s せたり，如 m の手の尿 
<ところで便用しないでくだ$い ■ 

_ S _ ■ やけど ■ けが#す*恐れが»り3す屬 

L & 注意 、 

❶ 

艘込プラグを也くときは™ * ■コードを 
掎たず 1 C 必ず_の差込ブラグをもフて 
き瘟いて C ださい《 

_ 墨 S やシヨートレて！！太す*;: £が ft y f T , 

0 

不安定な場所や_こ凯池.40の上で isa 
用しないでぐださい* 

♦火災の嫌 St なサま？\ 

0 

■嫌 コードや;*込プラヲ.が曇んでいた y , 
コンセントの» . -込みがゆ * いときは 
便每しないで< ださ!■、 

_ ti _ -ン a — !"" 

ぎ 

使用辑以沐 It 差込プ，プをコンセント 
から iRUT ぐださい， 

JM * fl ： による * t 邐 ■*Jll 
物泡にな” n 

0 

电鼉 3 — ドを■ウけたり t ffi»3 せた 1 
加二したり， Bar こ si ナ it り h 引つ! s つ 
た y , たばねた童いもの在のゼた 
は s み込んた■りしないでください， 
■■■3_ ド 0 隱 _ も . itn ■の jcs とな y 

cw. 

⑧ 

肥 均 中や 使南 B 後は ffiS 挺に李を 鱸 れな 
レ T 《ださい • 

•M W!J t^MIBt 4：^ * ¥■ 

得に ! LWMU こはさわレ T ?< ださい • 

0 

SSIDOVU 外の 鼉 S しないで《だ 

さい. 

*№4 -大 S の RUS £なリ f T , 

0 

便用中|«£体を) f ち 通ぱ ないでください ■ 
■43 UC め 1M>lf どの 邏 191 亡なリ•，劃 

0 

再用へら以钵の金嬴 M のへ6, 7 オーク ％ 
ナイフ Sffi 限し ない T ください* 

■フ v R « B £ ZiE めキ ス やはがれめ anac む u 
金 1 !%* 

Q 

SffiMffi ® 逻 し込み口にビン や ご At 
付 麓 させない で< だ S い。 

mm. 』 シ！ 一! ■ ■ itA めこな* j ± f . 

ノ 


潘とした y ， 強い圓擊を加足ないで 
< iz ^ i \ 

It 故 PV の 

ふきこぼれが品迸 W 袖器に 
かからないようにし■さい， 

卜找こ幢*{晡8[§リ|1 

料® u?S りや* を Mlltf ま放__しな 
い T ください, 

•フ V inKHJS ： S と 4 L V * I . 

水のかかるところや火■の _s < で® 
用しないで（だ在い _ 

攀シ ，一 卜や■蜃氧 M フ;■置 SU ： なリ 1 T . 

匾を？か？ ま 1：こ LT プレートに! II せ 
ないで C だ S い— 

_ フ ; a みが®形 l a す, 

ふたが ift くなつている舜^水をかけ 
た SJ s 水め 中 に入れない T C だ S い， 
•^&^ IMi £ KSic 4 r B J±-rp 」 
































2. 各部のなまえとはたらき 




強化ガラスぶた一 

a 化 w ラスを®用してい 
由す：^矗火にあてたり. 
3滅に？ s やした卜人圍*を 
与えたり，傷をつけたリ 
す石と裤 tteah があり 
•ます， 


油みぞ - 

金 分な油や wa クズを 
sttfrtifeg ます 


* a はフ ツ累®除 加丁 
がしてあます 


□ックレ ー フレ-"ム 

このレパ_ 5ひつば!■人 
Ui 9 音 B ずし T かちプレ’ 

卜を麟狀 LtC だ？い 


缺つ t f a こ_11?专 w 
時ちベだ$い 


ふたつまみ 

ffu り付け《0のよ51こし求す， 

- つまみべース 


プレ ー T 卜 


涅度調節器 
若し込み □ 

坦度雜節器 

—— ii 度調節 
ダイヤ ル 


罨漁コード 


パッ丰ン 

クウシ和一 

ねじ 


パイ□ット 
ランプ 


付厲品 
へら i ( 憧 ■&») 




(注 1 )M 理に岛わせて BOt 〜 230 ^の湛度，* 51 霣 5 ?してから曲分供 s *湛 280 ての教理もで S 

■各 
















































ご使用方法 


0温度調節器を差し込む 

_棚 Rfif ダイャルめ rs を「切」にレて a 刃ように爱し込みます。 
_笠込プ今グをコンセントに恨本まで 《 ar こ里し込みます s 
崁现®羽® s は d つけ fcyatLfcu しないで丁琴彳こ取り吸つてく 
ださい* 


強 ■ 

. ip . 

■ 弱 _ 

. 保温 . 

•切 

2301C 

180C 

1 就 

80 1C 

or 




@目盛をあわせる 



_料理 r[lB じ t @ * :.i をパイ D ■>■ t ，ンプめ ▲ に合わせ* t ,バイ Q ゥト 5 ンプが 
jftJT し》電します* 

_料理の通9[は上》を@安にしてください* 


❾調理をする 

»»電後約 5 -1[]^で還遇とな+人パイ □ フト， >■ プが路え S す， 
プレ _ 卜に《用沽を与^ 1 M 理をはじめ T く ださい, 

※ふた をす る t 〒く的た た £り舌す： 

※悄 «のべら®■ご® 甩ください* 金属製のへらや ナイフを ご 
ご使用彳こな备 と. プ レ'-卜 匿に*が柯 の岍因と な y ます D 
の t \ ewf こ翻しないで くだ s い* 

转 ベらを》電ヤのプレ _ 卜 面『こ放■し ないで くださし、 s 限した 1 人 
SE ® するこ t がぁリます* 



_|»理搞*■短い曲 reeisa す st 古丄「货 sl の位 sre ご®兩<でさい， * い時1¢ 

の sa は m 理梯がこげる恐れが》 y ます， 

_使甩中にプレ_卜からキシミ s がするこ t が的 u ますが 1 故罔では再けません, 

_ h 理中はプレ_卜が否3にな y ますのでやけどに注置しI本体のそばから k れない 
よラにし T くだ5いI 


0 使用後は 

_ご使用後は-: asBBflv ャルを rflfj にし飞， e # プ繫グ を 
抜い t ください，5込プ 5 グを OKttft コ_ドを引つ 
ば6ずに：^ず去込プラグを持つて抜いて《ださい D 



■S- 


























お手入れの仕方 


0プレート面 

■プレート のお手入 ㈣ m は十分 I こプ I 卜在遏の激实が T がつたことを由球し 
てからやけどに注童して行なつて下さい*料埋のクズや fe 在残した Aa [ こし 
てお g ± Tfc , 料理がこ I ナ Pg や t くな y ま▼ので、毎到ご使用後にお芋入 
れしてください* 

■ t 〇こ巧れがひどい;：吉は、フレート由1こ水 s ■入れ.しばらく __ af せ、こ 
び y ついた巧れを付属のへらで*?落とし，水戴をよ< AS とつて 
<ださい* 

■取れに< L 巧れは、プレ ー トが十分!こ违めてからプレー h を13ずレ水や进 
珣が ausswffi 羌し込み口<：：入らないよラ注*して h やわらかいスポンジ 
などを芘って渡し洗いをしてください*洗つ tli は;ふきとつて 
<だ$い* 

■プレート选に*用油5：譁くひいて保存してください* 

❷ふた*フレ™ム 

■中性洗 S につけたやわらかいスボンジが布で道し洗いをして<ださい，科 
哮のクズや油などが付_したままでご使用 I こな ると、 耷® T るこ t があ +J 
ます，诤め I こふ ^ Si ： つ t < ださい* 





❸温度調節器 

■よ C 1 E つた Ag んでふ it つ T < ださい* 



6•長くご愛用いただくために 


必ず守， T < だ在い 


調理菹には1こび y つきにくいフッ素加工を施しています- 
長持ちさせるために次の点にご注 S く た‘さ IK 


_付属のへらをご使用ください4 

金属製のへらで強くこすったリ，銳い刃物でこすったりしないでください* 

•ご使用のつど' 早めにお手入れしてください位 
残った料理くずや油をそのままにしたリ、水を入れたまま放匾しますと 
フッ累加工面がはがれたり、金厲部分がさびるなどの原因となります g 

•洗う ときは柔らかいスポンジなどをご使用く f*$lv 
固いたしや金属磨き、磨き紙塩索系漂白■などは絶対に使用しないで 
くだれ、 


斗 

























_ 力ーテンなどの燃えやすい fcro の近'^ 
1： 中うたん ，テープルクロスなど 
熱に弱いものの上.不安定な場所に置 
t しないで< ださい， 



(やけどに注 S ) [Ml お子さまのやけどには特に気をつけてください a 

_ご使用中や * ご使用後しばら<は金*部が #饶き皎子など蒸し焼きの時は ■ 蒸铳が软 
高湛になっています，触らない上ラに十分 いよ<でます-ふたの取 y 外しには十分 

ご注意 < ださい* ご注意ください。 






C 暹度謂節器はてい la い に 〕 

•温度調節韩は激しい シ i] ックを 与 又 
ないよう 1 丁事に 取 y 扱ってください， 
SgiSK が など， 故_の昧 因 とな y 
ます. 

: 暴 

\_ 

(丸洗いは禁物) 

■温度張萠器差し込み CI や溫度調® i 器は 
対に水につけないでください. S 奮や 
故暉の睡因とな + J ま1\ 


1安全にご使用いただくために 


¢1 

祕 

(§« 


いしなを n 
さ用とグ UCO 
だ使 H ラい . ±t? 

v ま ) S プさ L 

T まの込だ A ]. 

しだ障差<15。 

汝ん故はてがい 

点傷や後い董さ 

をは*用抜容だ 

ググ感使ず総 v 

ララ。 . 必 i 用 

ブプぃたられ使 

込込さまか■さご 

差差だ卜線を 

ややぐ。ン E 卜 

ドドですセ < ン 

| I いまンしセ 

n 3な y niE ン 




■ 5 " 





























. 修理を依頼される前に 


r _ご使用中，宾常が生じたとき I こは，この表皆見ながらチ IV クしてください， \ 


こんなとき 

お調べいただ<こと 

なおしかた 

パイ□ットラン 
プがつかない • 

ま it は1 なぺの 
通度が上がらな 
い> 

差込 プラグをコン セ > t 卩こ差し込んで U 
ますか？ 

差込ブラグをコンセントに差し沽ん 
でくた'さい- 

温 JSMP ダイヤルが「切」になつ 
てぃませんか t 

温度 S 節ダイヤルを通温に®わて 

ください. 

IS 調閗器は寿 ii □に b つか* J と 
畀し込まれてぃますか？ 

溢度既筇器をし ■? かり芨し込んで 
(だ封、 

パイロットランプ 
がついたり消えた 
‘J す 《■* 

故いではありません* 

サーモスタツトの機能によ y . 
厘虚の明節をしています- 

モのままお使い < ださい， 

使用中 K 『カヂッ」 
と年シミ者がする， 

加料部分の料によるもので* 

故囲で fi ありません^ 

そのままお使いくだ f い， 


9,アフターサービスについて 


I 保紅甚は必す「お R い上げ达月円•と「販亮店名」苕沔元軍項仍圮入及 “£ K 内容をご孩坨のうえ1お 
se い上げの吸亮店からお受け asy ください ss 内容をよくお®みにな u 大^に保 s し t c ださい.. 


2 保址期 W は1お苗い上げ S から1年問て r .. 保 II 期 Mcp に修理を依站されるときは. fcS い上げの販売 
逢まで保址嘗を添えて尚品をご持替ください..保 H 害め内吞に详つて修理い fc します 


3■保11期 (life 退後め修理についても* SS ぃ上げの RS 充尼にご相抑 K ださい..炫理によ，て.榛眭が_ 
できる場*は、お茗禅のご霣试により有嵙怙理いたします 


4この H1 品の砧炫 H 性能邪品の保有胡閗 S 吸 ffifT 切後5年です袖箱月性陡部云とは1モの《品の椹庙を 
推柃するためIこ必要な部品です 


s 熨品『こ奥■歡がある場合『こは. ks 楝ご白 ft で修理さ nfcLji 手を加えたりすることは危賅です u 铯対に 
しないで< ださい。 

ft アフターサービスについてご不明な点 fii お B い上げの版壳店ま t はお客择5?罔ダイヤルにお尚い含わ 
せください。 

燦坤 S 本電器株式会社〒11〇-&〇16東 M 都台東區台束1丁目24番1号 

お客袪専用ダイヤル 03 - 3837-1235 

受 明 園 3 〜金雷 日 卿〜 12 明/ 138 ?〜 10 K (上 B 明， WE はお休み] 


- B - 



















